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あったかぁどの提示と個人台帳による管理とするため、カードを作る必要がなくなり、費用は削減とし
た。

増加

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容

H25以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

②
高齢者文化施設優
待事業

あったかぁどとの統合を図る。
統合した場合、カードを作る必要がなくなり、シールによる対応となるため、費用は削減とした。

④ あったかぁど事業
文化施設優待カードとの統合を図る。
65歳以上人口の増加によりカードの購入枚数は増加すると見込んだ。

③
高齢者福祉浴・歩行
浴優待事業

C
文化施設優待カードとの統合を図る。
65歳以上人口の増加によりカードの購
入枚数は増加すると見込んだ。あったかぁどを発行し、ござらっ

せ入泉助成を行うことで

736
※消耗品として一括
計上のため不明 2,630

維持

500
※消耗品とし
て一括計上の
ため不明

963

枚

前年実績からの見込
数
（一度発行すると５年
間有効なため毎年度
発行枚数は減少す
る）

※消耗品として一括
計上のため不明 2,357

ござらっせ入泉助成
2,540、あったかぁど
購入90

外出を促進し、また、
高齢者が温泉施設を
利用することにより、
高齢者の健康を増進
すること及び楽しみを
得て元気に暮らす

736枚交付 発行枚数④ あったかぁど事業
市内在住の
満６５歳以上
の市民

24

あったかぁどの提示と個人台帳による管
理とするが、高齢者数は増加しているた
め、増加とした。

年度の間に福祉の家の福祉浴
室及び歩行浴室を１０回無料
で利用してもらうことで

2,327 62 17
維持

2,000 66
増加

枚
前年実績からの見込
数

51 49

福祉浴・歩行浴優待
カード購入17

C高齢者が温泉施設を
利用することにより、
高齢者の健康を増進
すること及び楽しみを
得て元気に暮らす

2,327枚交
付

発行枚数

1,909

450
削減

③
高齢者福祉浴・歩行
浴優待事業

市内在住の
満６５歳以上
の市民

②
高齢者文化施設優
待事業

市内在住の
満６５歳以上
の市民

30

文化施設優待事業
入館料404、文化施
設優待カード購入16

C あったかぁどとの統合を図る。
統合した場合、カードを作る必要がなく
なり、シールによる対応となるため、費
用は削減とした。

文化施設優待カード（年度の
間に名都美術館に3回、トヨタ
博物館に1回、無料で入館でき
る）を配布することで

1,097 406 420
向上

社会的視野を広める
とともに、高齢者に生
きがいを与える

1,097枚交
付

発行枚数

850

枚
前年実績からの見込
数

1,000

H24実績
7月～ 10月～

現行どおり実施していく。
高齢者数は増加傾向にあるので、費用
は増加とした。
（平成２３年度のみ一人2,000円交付）

リニモカードを１人１０００円交
付することで

3,417
※消耗品として一括
計上のため不明 2,918

維持

3,273
※消耗品とし
て一括計上の
ため不明

発行枚数

3,232

枚
前年実績からの見込
数

※消耗品として一括
計上のため不明 6,159

高齢者が外出の機会
を増やすことで、社会
的視野を広めるととも
に、生きがいを得られ
る

3,417枚交
付

事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

①
高齢者外出促進事
業

市内在住の
満６５歳以上
の市民

成果指標の目標値
設定の根拠

H23予算 H23決算
H24決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

増加

リニモカード購入
2,918

A

H23実績
単
位

1月～ H24目標値 H25予算

0 0 運営主体の見直し

事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

外出を促進し、つながりの強化、社会参加機会の拡充を目的とする。
受益者負担額 0 0 0

評価の説明H24予算 H24決算 成果
対象

（だれ、何に
対して）

他事業と統合

国費・県費 0 0 0
一般財源 7,753 8,589 6,687 5,985 8,287 現行どおり実施

0 0 事業の改善

地方債 0 0 0 0 0

8,287

事業の目的・概要

（目的）
外出を促進し、つながりの強化、社会参加機会の拡充を目的とする。
（概要）
・リニモ乗車券1枚（1,000円分）の交付。
・年度の間に名都美術館に３回、トヨタ博物館に１回、無料で入館できる。
・年度の間に10回、福祉の家の福祉浴室、歩行浴室が無料で利用できる。
・あったかぁどの発行（ござらっせ入浴料金の割引。福祉の家の福祉浴室、歩行浴室が２００円で利用できる。Nバ
スが無料で乗車できる）

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

・リニモ乗車券交付…名古屋市敬老パスを実施

事業期間 事業開始年度 　　　　　２０年度 終了（予定）年度 　　　　　　－年度

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

市内在住の満６５歳以上の市民
7,753 8,589 6,687 5,985

総事業費
（単位：千円）

H23予算 H23決算 H24予算 H24決算

評価の見方

う
ち

長久手市行政評価票

事業の名称 担当部署
部 課

福祉部 長寿課

H25予算

高齢者優待事業補助金事業番号 35

通年 

通年 

通年 

通年 


